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藍 染 め

藍 染 め に は 、 建 て 染 め と 生 葉 染 め が あ る 。 建 て 染 め は 、 水 に 不 溶 の 藍 の 色 素 （ イ ン ジ

ゴ ） を 含 む 染 料 （ す く も や イ ン ド 藍 や 合 成 藍 ） を 、 微 生 物 の 発 酵 や 化 学 的 な 薬 品 （ ハ イ ド

ロ サ ル フ ァ イ ト 等 ） を 利 用 し て 還 元 し て 水 溶 性 に し た の ち 、 繊 維 に し み こ ま せ 、 繊 維 中 で

酸 化 さ せ て 再 び も と の イ ン ジ ゴ に 戻 す こ と で 染 め る 方 法 で あ り 、 通 常 は こ の 方 法 で 藍 染 め

が 行 わ れ て い る 。 そ れ に 対 し て 生 葉 染 め は 、 新 鮮 な 藍 の 葉 を 砕 い た ジ ュ ー ス に 直 接 繊 維 を

浸 し て 染 色 す る 方 法 で 、 藍 の 葉 に 含 ま れ て い る 、 藍 の 色 素 の 前 駆 体 で あ る イ ン ジ カ ン が 分

解 し て 生 成 す る イ ン ド キ シ ル ( 無 色 ) が 繊 維 に し み 込 み 、 繊 維 中 で イ ン ジ ゴ が 生 成 す る こ と

で 染 め る 方 法 で あ る 。

藍 の 葉 か ら の イ ン ジ ゴ の 生 成 と 建 て 染 め

藍 植 物 の 中 に は 、 イ ン ジ ゴ （ 藍 の 色 素 ） の 前 駆 体 で あ る 、 無 色 の イ ン ジ カ ン と い う 物 質

が 含 ま れ て い る 。 藍 の 葉 が 枯 れ た り 、 藍 の 葉 を ミ キ サ ー で 砕 い た り 、 も ん だ り 、 叩 い た り

し て 、 葉 の 組 織 が 破 壊 さ れ る と 、 こ の イ ン ジ カ ン は 、 藍 の 葉 の 中 に 含 ま れ て い る 酵 素 に よ

り 分 解 し て 、 イ ン ド キ シ ル と い う 物 質 に な る 。 イ ン ド キ シ ル の ２ 分 子 が 酸 化 的 に 結 合 す る

と イ ン ジ ゴ に な る 。 藍 の 染 料 は 、 こ の よ う に し て で き た イ ン ジ ゴ を 含 ん で い る 。

通 常 染 色 は 、 水 に 溶 け た 染 料 が 繊 維 に し み 込 ん で い き 、 染 料 の 分 子 と 繊 維 の 分 子 と の 結

合 力 が あ れ ば 、 染 着 さ れ る 。 イ ン ジ ゴ は 水 に 不 溶 で あ る の で 、 繊 維 に し み 込 ま せ る こ と が

で き な い 。 そ こ で 、 一 旦 、 還 元 と い う 化 学 反 応 に よ っ て 、 水 溶 性 に し て し み 込 ま せ 、 繊 維

中 で 酸 化 に よ り も と の イ ン ジ ゴ に 戻 す 、 と い う 方 法 ( 建 て 染 め ) に よ り 染 色 が 行 わ れ て い る 。

藍 の 生 葉 染 め

そ れ に 対 し て 、 藍 の 生 葉 染 め で は 、 葉 の 中 に 含 ま れ る 水 に 可 溶 の イ ン ジ カ ン を 溶 か し だ

し 、 分 解 に よ り イ ン ド キ シ ル に 変 化 さ せ 、 そ れ を 繊 維 に し み 込 ま せ て 、 繊 維 の 中 で 酸 化 に

よ り イ ン ジ ゴ に 変 化 さ せ て 染 め る 方 法 で あ る 。

建 て 染 め に お い て も 、 水 に 可 溶 の 状 態 で 繊 維 に し み 込 ま せ て 酸 化 に よ り 繊 維 中 で イ ン ジ

ゴ が 生 成 す る が 、 こ の 場 合 の 水 に 可 溶 の 物 質 は 、 イ ン ジ ゴ が 還 元 さ れ て 生 成 し た イ ン ジ ゴ

の ロ イ コ 体 （ 還 元 型 の イ ン ジ ゴ ） で あ り 、 生 葉 染 め に お け る イ ン ド キ シ ル と は 異 な る 物 質

で あ る 。 同 じ 酸 化 に よ っ て イ ン ジ ゴ に な る こ と か ら 、 こ の 二 者 は し ば し ば 混 同 さ れ る こ と

が あ る が 、 全 く 別 の も の で あ る 。
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タ デ ア イ の 葉 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － → す く も

［ ( 無 色 ) － － － → ( 無 色 ) － － → （ 青 色 ） ］イ ン ジ カ ン イ ン ド キ シ ル イ ン ジ ゴ

分 解 酸 化
還 元 ↓ ↑ 再 酸 化

還 元 型 の イ ン ジ ゴタ デ ア イ ： 日 本 で 使 わ れ て い る

藍 植 物 ( タ デ 科 ) （ 水 溶 性 、 黄 色 ）

生 葉 染 め は 、 建 て 染 め で は 得 ら れ な い よ う な 鮮 や か な 色 に 染 色 で き る こ と や 、 藍 の 葉 さ

え あ れ ば 、 す ぐ に 藍 染 め が で き る と い う 利 点 か ら 、 広 く 行 わ れ る よ う に な っ て き て お り

（ 文 献 ① ） 、 山 崎 の 紹 介 し て い る 方 法 （ 文 献 ② ③ ） を 基 本 に 、 多 く の 文 献 で そ の 技 法 が 紹

介 さ れ て い る 。 一 般 に 藍 の 生 葉 染 め は 、 葉 を ミ キ サ ー で 粉 砕 し た り 刻 ん で イ ン ジ ゴ の 前 駆

体 で あ る イ ン ジ カ ン を 溶 出 さ せ 、 葉 の 中 に 含 ま れ る 酵 素 で 加 水 分 解 さ せ て 、 イ ン ド キ シ ル
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を 生 成 さ せ 、 こ れ を 絹 布 に し み 込 ま せ て イ ン ジ ゴ を 生 成 さ せ る （ 文 献 ④ ⑤ ） 、 と い う 方 法

が と ら れ る 。 溶 出 や 染 色 に 時 間 を か け る と 色 が 汚 く な っ た り 、 液 温 を 高 く し た り 、 う っ か

り す る と 異 性 体 が で き て く る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 文 献 ⑥ ） 。

生 葉 染 め で 色 が 汚 く な る の は 、 イ ン ジ ゴ 以 外 の 様 々 な 不 純 物 色 素 が 染 ま り つ く た め で あ

る 。 こ れ ら の 色 素 に は い ろ い ろ あ る と 考 え ら れ る が 、 最 も 代 表 的 な も の は 、 赤 色 色 素 の イ

ン ジ ル ビ ン で あ る 。 イ ン ジ ル ビ ン は イ ン ジ ゴ の 異 性 体 で 、 イ ン ド 藍 の 中 に も 多 く 含 ま れ て

い る も の が あ る こ と が 知 ら れ て お り 、 イ ン ド 藍 か ら 抽 出 し た イ ン ジ ル ビ ン を 直 接 染 め る 試

み も 検 討 さ れ て い る （ 文 献 ⑦ ） 。 生 葉 染 め に お い て 、 赤 色 の イ ン ジ ル ビ ン が 生 成 す れ ば 、

イ ン ジ ゴ の 青 と 混 ざ っ て 、 紫 色 の 染 色 物 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 藍 の 生 葉 染 め の 過 程 に

お い て 、 ア ル カ リ や エ タ ノ ー ル を う ま く 使 う こ と で 、 青 紫 か ら 赤 紫 色 に 染 色 で き る こ と が

わ か っ た 。

藍 の 生 葉 染 め に お け る 紫 染 め の 方 法

Ⅰ ． 絹 の ハ ン カ チ を Ⅱ ． 茎 を 除 い た 藍 の Ⅲ ． 袋 状 の ガ ー ゼ の Ⅳ ． ガ ー ゼ の 口 を 縛

所 定 の ア ル カ リ 水 溶 生 葉 の 必 要 量 を 秤 ハ ン カ チ を 半 分 に り 、 輪 ゴ ム な ど で

液 に 浸 し 、 絞 ら ず に 量 し ま す 。 ( ４ ｇ 程 切 り 、 そ の 中 に 藍 と め ま す 。

乾 燥 さ せ ま す 。 度 の 絹 の ポ ケ ッ ト の 葉 を ハ サ ミ で 切絞 る

チ ー フ の 場 合 生 葉 っ て 、 入 れ て い きと 、 布 に 保 持 さ れ る

は 20～ 30ｇ 。 ） ま す 。ア ル カ リ が 不 足 し 紫

に な り ま せ ん 。

Ⅴ ． 生 葉 を 入 れ た ガ Ⅵ ． 生 葉 の 成 分 が 抽 Ⅶ ． 予 め 、 ア ル カ リ Ⅷ ． 布 を 取 り 出 し 、

ー ゼ の ハ ン カ チ を エ 出 さ れ て き ま す 。 で 所 定 の 前 処 理 を 空 気 中 で し ば ら く

タ ノ ー ル を 含 む 500m l 抽 出 後 、 20～ 30分 し た 絹 布 を 入 れ 酸 化 さ せ ま す 。 そ

の 水 に 入 れ 、 10分 程 放 置 し ま す 。 て 、 30分 か ら １ 時 の 後 、 中 性 洗 剤 で

度 よ く も み 、 生 葉 液 間 ほ ど つ け こ み ま よ く 水 洗 し ま す 。

を 作 り ま す 。 す 。

Ⅰ で の 絹 布 の ア ル カ リ 前 処 理 は 、 ５ ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム （ ソ ー ダ 灰 ） 水 溶 液 に ５ 分 間注 ：

浸 漬 す る の が 基 本 で あ る が 、 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 濃 度 が 高 い と 赤 み が 強 く な り 、 低 い と 青

み が 強 く な る 。 ( 炭 酸 ナ ト リ ウ ム の 吸 収 で 、 乾 燥 重 量 が ４ ｇ の 布 が 5.2ｇ と な っ た 。 )

Ⅴ で は 、 １ リ ッ ト ル の 容 器 中 、 20％ エ タ ノ ー ル 水 溶 液 500m l (エ タ ノ ー ル 100 m lと 水

400 m lを 混 ぜ た も の ） に 浸 す の が 基 本 で あ る が 、 エ タ ノ ー ル の 含 有 率 を 低 く す る と 青 み

が 強 く な り 、 高 く す る と 赤 み が 強 く な る 傾 向 に あ る 。 た だ し 、 30％ が 限 界 。 そ れ 以 上

の エ タ ノ ー ル 濃 度 だ と 、 染 ま り 方 が 悪 く な る 。
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以 上 の よ う な 方 法 を 基 本 に 、 条 件 （ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 濃 度 、 エ タ ノ ー ル 量 、 染 色 温 度 ） を

変 え る こ と で 、 表 に 示 し た よ う に 赤 紫 か ら 青 紫 の 種 々 の 色 に 染 色 で き た 。 な お 、 こ こ で の

生 葉 液 の 作 り 方 は 、 ミ キ サ ー は 使 わ ず に 、 文 献 ① の 方 法 に 準 じ て 、 ガ ー ゼ に 包 ん で 揉 み だ

し た が 、 ミ キ サ ー を 使 っ て も よ い 。 ま た 、 生 葉 か ら 熱 湯 を 使 っ て イ ン ジ カ ン を 抽 出 し た 液

に 、 少 量 の 生 葉 の 汁 を 加 え る 方 法 （ 文 献 ⑧ ） で も よ い 。 た だ し 、 い ず れ の 方 法 で も 必 要 な

の は 水 溶 性 の イ ン ジ カ ン で あ る の で 、 生 葉 液 は 漉 し て か ら 用 い る と 色 が よ り 鮮 や か に な る 。

表 生 葉 に よ る 赤 紫 染 め （ 赤 み の 強 い 順 に 並 べ た ）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
N o . 生 葉 液 の 絹 布 の ア ル カ リ 前 処 理 染 色 温 度 色 合 い

エ タ ノ ー ル 濃 度
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
( 1 ) 2 0％ 5 ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 50℃ 赤 紫
(2) 3 0 % 1 0％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃ ↑

(3) 3 0 % 5 ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃

(4) 2 0％ ( 揉 み だ し 後 に 添 加 ) 5 ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃

(5) 2 0％ 5 ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃

(6) 2 0％ 1. 2 5％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃

(7) 2 0％ 5 ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム +4%炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 27℃

＝ ３ ： １ (pH = 1 0 . 5 )

( 8 ) 2 0％ 5 ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム +4%炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 27℃

＝ １ ： １ (pH = 1 0 . 0 )

( 9 ) 1 0％ 5 ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃ ↓

(10 ) ５ ％ 5 ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃ 青 紫

(11) 2 0％ 0. 0 5％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃ 薄 い 緑 色

(12) 4 0％ 5 ％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃ 薄 い 緑 色

(13) 2 0％ 0. 0 8％ 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 27℃ 薄 い 灰 色

--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

イ ン ジ ル ビ ン 生 成 の 原 理

藍 植 物 の 中 に 含 ま れ

る イ ン ジ カ ン は 、 葉 の

組 織 が 破 壊 さ れ る と 、

藍 の 葉 の 中 に 含 ま れ て

い る 酵 素 に よ り 分 解 し

て 、 イ ン ド キ シ ル に な

る 。 イ ン ド キ シ ル は 、

２ 分 子 が 酸 化 的 に 結 合

し て イ ン ジ ゴ に な る

が 、 そ の 際 、 イ ン ド キ

シ ル が 単 分 子 的 に 酸 化

さ れ て イ サ チ ン が で き

る と 、 未 酸 化 の イ ン ド

キ シ ル と 結 合 し て イ ン

ジ ル ビ ン が で き る （ 右

図 ） 。 し た が っ て 、 こ

の 二 方 向 の 酸 化 の ど ち

ら が 起 こ り や す い か に

よ っ て 、 イ ン ジ ゴ が 多 く で き る か 、 イ ン ジ ル ビ ン が 多 く で き る か が 決 ま る こ と に な る が 、

そ れ が 、 イ ン ド キ シ ル 溶 液 （ 生 葉 液 ） の 条 件 に よ っ て 左 右 さ れ る の で あ る 。

藍 の 生 葉 染 め の 過 程 に お け る イ ン ジ ル ビ ン 生 成 の 条 件

試 験 管 レ ベ ル の 実 験 で 、 イ ン ド キ シ ル か ら 、 イ ン ジ ゴ よ り も イ ン ジ ル ビ ン を 多 く 生 成 さ

せ る に は 、 ｐ Ｈ が 10～ 12程 度 の ア ル カ リ 性 条 件 や 、 高 温 が 好 ま し い こ と が わ か っ た （ 文 献
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⑩ ） 。 し か し な が ら 、 生 葉 液 を 最 初 か ら ア ル カ リ 性 に し て お く と 、 イ ン ジ カ ン を 分 解 し て

イ ン ド キ シ ル を 生 成 さ せ る 酵 素 反 応 が 阻 害 さ れ る 。 そ こ で 、 生 葉 液 を 、 酵 素 反 応 を 進 行 さ

せ る た め に し ば ら く 置 い て か ら 、 ア ル カ リ 性 に し て 染 色 を す れ ば 、 イ ン ジ ル ビ ン を 多 く 染

色 で き る は ず で あ る 。

問 題 は 、 い か に ア ル カ リ 性 の 条 件 を 作 り 出 す か 、 で あ る 。 イ ン ド キ シ ル が 生 成 し て き た

生 葉 液 を ア ル カ リ 性 に し て か ら 染 色 し て も 、 色 素 は 液 中 に の み 生 成 し て し ま い 、 布 を 青 色

に も 紫 色 に も 染 色 す る こ と は で き な か っ た 。 そ こ で 、 上 述 の 方 法 の よ う に 、 ア ル カ リ 前 処

理 を し て 乾 か し た 絹 布 を 、 生 葉 液 に 浸 す と い う 方 法 を と っ た と こ ろ 、 紫 色 に 染 色 を す る こ

と が で き た 。 つ ま り 、 ア ル カ リ 処 理 を し た 絹 布 に イ ン ド キ シ ル を 含 む 生 葉 液 が し み こ む と

同 時 に 、 絹 布 に 含 ま れ て い た ア ル カ リ が 溶 け 出 て き て 、 絹 布 の 繊 維 の 内 部 が ア ル カ リ 性 に

な り 、 そ の 条 件 の 中 で イ ン ド キ シ ル か ら イ ン ジ ル ビ ン が 生 成 す る 、 と い う こ と に な っ た わ

け で あ る 。 そ し て 、 こ の 時 の ア ル カ リ の 強 さ を 、 ア ル カ リ 前 処 理 液 の 濃 度 や ｐ Ｈ を 変 え る

こ と に よ っ て 調 節 す れ ば 、 生 成 す る イ ン ジ ゴ と イ ン ジ ル ビ ン の 割 合 が 変 わ り 、 イ ン ジ ゴ が

多 け れ ば 青 紫 色 に 、 イ ン ジ ル ビ ン が 多 け れ ば 赤 紫 色 に 染 色 で き る こ と に な る 。 高 速 液 体 ク

ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ る 分 析 で 、 青 紫 の 場 合 と 赤 紫 の 場 合 の イ ン ジ ゴ と イ ン ジ ル ビ ン の 比

率 は 、 そ れ ぞ れ 、 約 ３ ： ７ と １ ： ９ で あ る こ と が わ か っ て い る 。

生 葉 液 に は 、 イ ン ジ カ ン 以 外 の 様 々 な 夾 雑 物 が 含 ま れ て お り 、 そ れ ら が 一 緒 に 繊 維 に 吸

収 さ れ る と 染 色 結 果 が 汚 く な る 。 表 で 、 薄 い 灰 色 や 薄 い 暗 緑 色 に 染 ま る 結 果 が 得 ら れ た の

は 、 イ ン ジ ゴ や イ ン ジ ル ビ ン が ほ と ん ど 生 成 せ ず 、 そ れ 以 外 の も の が 染 ま っ た た め で あ る 。

ま と め

藍 の 生 葉 の 煮 染 め に よ っ て 、 紫 色 を 得 る こ と が で き る こ と は 既 に 報 告 さ れ て い る （ 文 献

⑪ ～ ⑭ ） 。 煮 て 染 め る こ と は 、 繊 維 に と っ て は 必 ず し も 好 ま し い こ と で は な い 。 ま た 、 煮

る こ と に よ っ て 生 葉 液 に 含 ま れ る 様 々 な 不 純 物 の 溶 解 性 も 高 ま り 、 一 緒 に 染 色 さ れ て 染 色

布 の 色 を 暗 く す る こ と も 考 え ら れ る 。 今 回 の 方 法 で も 、 染 色 布 の ア ル カ リ 前 処 理 と い う 、

染 色 布 に と っ て は あ ま り 好 ま し く な い 過 程 が 必 要 で は あ る が 、 そ れ ほ ど 強 く な い ア ル カ リ

に よ る 常 温 で の 短 時 間 の 処 理 で あ り 、 絹 布 に 与 え た 影 響 は ほ と ん ど な か っ た 。

こ こ で 染 色 さ れ た 紫 色 は 、 藍 の 生 葉 と い う 単 一 の 材 料 か ら 、 単 一 の 過 程 で 得 ら れ て い る

が 、 貝 紫 や 紫 草 の よ う な 単 一 の 紫 色 の 色 素 （ ブ ロ モ イ ン ジ ゴ や シ コ ニ ン ） に よ っ て い る の

で は な く 、 イ ン ジ ゴ と イ ン ジ ル ビ ン の 青 と 赤 が 混 ざ る こ と に よ る 色 で は あ る が 、 ｐ Ｈ や エ

タ ノ ー ル 含 有 量 の コ ン ト ロ ー ル で 、 二 種 類 の 色 素 の 生 成 比 を 変 え る こ と が で き 、 天 然 染 料

か ら は 得 難 い 色 で あ る 赤 紫 か ら 青 紫 色 の 染 色 を 再 現 性 よ く 行 う こ と が で き る 。 し か も 、 誰

で も が 簡 単 に 、 そ し て 大 量 に 栽 培 で き る 、 庶 民 の 染 料 で あ る 藍 に よ っ て 。
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注 釈

【 異 性 体 】 分 子 式 が 全 く 同 じ で あ る が 、 化 学 構 造 （ 原 子 と 原 子 の つ な が り 方 ） が 異 な る

分 子 の こ と で 、 イ ン ジ ゴ と イ ン ジ ル ビ ン の 分 子 の 形 は 、 下 に 分 子 模 型 （ 物 質 の 最 小 単 位 で

あ る 、 ご く ご く 小 さ な 分 子 と い う 粒 の 形 を 模 式 的 に 表 し た も の ） と 化 学 式 で 示 し た が 、 形

が 少 し 違 う 。 こ の 少 し の 違 い が 色 の 違 い と な っ て い る 。

【 す く も 】

日 本 の 藍 は 、 タ デ ア イ の 葉 を 、 ３ ヶ 月 ほ ど か け て 発 酵 さ せ て 、 堆 肥 状 の 「 す く も 」 に す る

こ と で 作 ら れ て い る 。 現 在 徳 島 で 実 際 に 行 わ れ て い る 過 程 は だ い た い 次 の よ う で あ る 。

1) 葉 を 刈 り 取 り 、 １ cm程 度 に 刻 む 。

2) 扇 風 機 の 風 に よ り 、 茎 と 葉 に 分 け る 。

3) 乾 燥 し た 葉 は 、 土 間 の あ る 建 物 の 中 で 発 酵 さ せ 、 「 す く も 」 と 呼 ば れ る 染 料 に す る 。

そ の 場 所 は 、 寝 床 と 呼 ば れ る 。

4) 発 酵 は 100日 間 ほ ど か か る が 、 そ の 間 、 ３ － ４ 日 ご と に 水 を や り 、 切 り 返 し と 呼 ば れ る

混 ぜ 合 わ す 作 業 を 行 う 。 す く も を 作 る 人 の こ と を 「 藍 師 」 と 呼 ぶ が 、 す く も 作 り で 重 要 な

の は 、 与 え る 水 の 量 と 発 酵 の 温 度 で あ る 。

5) 切 り 返 し を 行 っ た あ と 、 保 温 を す る 必 要 が あ れ ば 、 む し ろ を か け て お く 。

6) で き あ が っ た す く も は 、 俵 に つ め て 、 全 国 の 染 色 家 の も と へ 発 送 す る 。
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